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日
吉
神
社
よ
り

平
成
二
十
九
年
四
月
役
員
会

四
月
十
四
日
（
金
）

■
土
木
委
員
会

四
班
の
側
溝
蓋
鳴
り
。
市
で
改
修
決
定
。
日
程
は
後
日
連
絡

あ
り
。

■
福
祉
厚
生
委
員
会

三
月
二
十
三
日
、
福
島
町
公
民
館
で
第
一
回
地
域
福
祉
委

員
会
を
開
催
。
新
旧
福
祉
見
守
り
あ
ん
し
ん
マ
ッ
プ
の
交

換
。
今
年
は
地
域
福
祉
委
員
と
福
祉
厚
生
委
員
と
の
連
携

を
強
化
し
て
い
く
。

■
生
活
環
境
委
員
会

三
月
二
十
六
日
、
墓
地
側
溝
、
清
掃
完
了
。
同
日
、
里
親
道

路
の
苗
配
布
完
了
。

四
月
二
日
、
竹
林
の
清
掃
完
了
。

十
六
日
に
西
川
遊
歩
道
、
除
草
剤
散
布
。

■
広
報
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
随
時
更
新
中
。

■
防
災
委
員
会

本
日
ボ
ヤ
騒
ぎ
あ
り
。
他
町
か
ら
の
消
防
団
駆
付
け
に
つ

い
て
今
後
の
対
応
方
法
を
検
討
。

六
月
十
八
日
（
日
）
能
美
市
自
衛
消
防
団
合
同
訓
練
大
会
に

向
け
練
習
開
始
。
五
月
九
日
（
火
）～
墓
場
横
に
て
。

■
神
社
係

三
月
十
九
日
、
新
規
巫
女
の
説
明
会
。

三
月
二
十
六
日
、
新
入
学
児
童
交
通
安
全
祈
願
祭
。

四
月
九
日
、
春
祭
り
の
旗
木
起
こ
し
。

今
年
よ
り
初
老
の
方
還
暦
の
方
に
手
伝
い
を
お
願
い
し
て

い
る
。

四
月
十
日
、
百
寿
会
に
よ
る
神
社
清
掃
。

■
公
民
館
運
営
委
員
会

四
月
七
日
、
各
種
団
体
の
顔
合
わ
せ
で
年
間
行
事
の
打
ち

合
わ
せ
を
行
っ
た
。
公
民
館
報
を
発
行
。

四
月
九
日
、
花
見
の
会
を
雨
に
よ
り
公
民
館
開
放
で
開
催
。

四
月
二
十
三
日
、
西
川
遊
歩
道
の
草
む
し
り
を
行
う
。

■
生
産
組
合

田
ん
ぼ
作
業
の
季
節
と
な
り
農
道
の
通
行
に
注
意
喚
起
を

お
願
い
し
た
い
（
泥
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
）。

■
そ
の
他

・
能
美
市
の
組
織
一
部
変
更
有
り
。

・
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
計
画
あ
り
。

・
六
月
十
八
日
、
自
衛
消
防
団
合
同
訓
練
決
定
。
物
見
山
運

動
公
園
で
開
催
。

・
七
月
二
日
、
防
災
フ
ェ
ス
タ
二
〇
一
七
開
催
。

・
七
月
九
日

ア
メ
シ
ロ
消
毒
を
予
定
。

・
八
月
頃
に
能
美
市
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
予
定
。
日

時
、
場
所
は
未
定
。

・
調
理
室
エ
ア
コ
ン
修
理
に
つ
い
て
能
美
市
に
要
望
書
を

提
出
済
み
。
現
在
回
答
待
ち
。

・
不
燃
ゴ
ミ
の
出
し
方
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
者
が
い
る
。

・
親
水
公
園
の
ト
イ
レ
使
用
マ
ナ
ー
が
悪
い
。

■
公
民
館
清
掃

●
五
月

十
四
日

第
十
五
班

●
五
月
二
十
八
日

第
十
六
班

※
予
定
が
行
事
と
重
な
っ
た
場
合
は
翌
週
に
変
更
と
な

り
ま
す
。
清
掃
開
始
時
間
は
午
前
八
時
か
ら
で
す
。
清
掃

日
に
変
更
が
あ
る
時
は
、
防
災
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

※
清
掃
す
る
人
が
少
な
い
と
参
加
さ
れ
る
方
の
負
担
が

多
く
な
り
時
間
も
か
か
り
ま
す
。
班
長
さ
ん
は
参
加
者

が
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
清
掃
予
定
日
前
に
班
の
人
に

周
知
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
当
番
の
班
長
さ
ん

●
五
月
十
三
日

第
十
一
班
～
十
二
班
西

※
欠
席
さ
れ
る
場
合
に
は
、
必
ず
交
代
要
員
を
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
町
民
の
皆
様
へ
収
集
時
間
と
場
所
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

●
時
間

午
前
七
時
三
十
分
～
午
前
八
時
三
十
分

●
場
所

福
島
町
保
育
園
駐
車
場

■
新
入
生
交
通
安
全
祈
願
祭

三
月
二
十
六
日
（
日
）
、
こ
の

春
浜
小
学
校
に
入
学
し
ま

し
た
新
入
生
の
交
通
安
全

祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

先
輩
の
巫
女
に
よ
る
神
楽

舞
で
お
祓
い
を
受
け
た
後
、

親
子
同
伴
で
神
前
に
玉
串

を
捧
げ
、
交
通
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
に
お
祈
り
を
し

ま
し
た
。
祈
願
の
後
、
寺
井

警
察
署
の
警
察
官
か
ら
、
交

通
安
全
と
不
審
者
に
対
す

る
心
構
え
の
お
話
を
聞
き
、
。

「
健
や
か
な
学
校
生
活
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
」
と
お
祝

い
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

■
境
内
掃
除
と
旗
木
起
こ
し

春
祭
り
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
四
月
九
日
（
日
）
初
老

の
皆
さ
ん
に
「
旗
木
起
こ

し
」
を
、
四
月
十
日
（
月
）

百
寿
会
の
方
に
境
内
掃
除
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
又
、

四
月
十
六
日
（
日
）
還
暦
の
皆
さ
ん
に
「
旗
木
倒
し
」
を

し
て
頂
き
、
祭
り
の
後
片
付
け
を
し
ま
し
た
。
誠
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

■
春
祭
り

四
月
十
五

日
（
土
）
「
春
祭
り
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
祭
り
に

は
町
民
多
数
の
参
拝
者

が
訪
れ
、
家
内
安
全
、
五

穀
豊
穣
の
祈
願
を
し
、

可
愛
ら
し
い
巫
女
に
よ

る
神
楽
舞
で
お
祓
い
を

受
け
ま
し
た
。
当
日
の

巫
女
は
六
年
生
に
進
級

し
女
子
児
童
が
先
輩
か

ら
引
き
つ
い
た
神
楽
舞

を
町
民
の
皆
様
に
初
め

て
披
露
し
ま
し
た
。
最
初
は
少
し
緊
張
し
て
い
た
様

で
す
が
無
事
に
舞
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
ら
か

ら
の
一
年
間
は
新
し
い
巫
女
が
神
楽
を
舞
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

よ
う
や
く
春
も
終
わ
り
を
迎
え
よ
う
と
す
る
時
期
と
な

り
ま
し
た
。
そ
う
い
え
ば
、
昨
年
も
同
じ
頃
に
こ
の
リ

レ
ー
見
聞
録
を
書
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

今
月
は
、
た
ま
た
ま
二
週
続
け
て
愛
知
県
岡
崎
市
に

行
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

十
一
日
に
行
っ
た
際
に
は
、
桜
も
満
開
を
や
や
過
ぎ

た
感
じ
で
し
た
が
、
大
変
見
応
え
の
あ
る
景
色
で
し
た
。

変
わ
っ
て
翌
週
の
十
九
日
に
同
じ
場
所
に
行
く
と
、
桜

の
花
び
ら
は
全
く
見
当
た
ら
ず
、
す
っ
か
り
葉
桜
ば
か

り
で
初
夏
に
向
け
て
緑
が
青
々
と
し
て
い
ま
し
た
。
大

き
く
変
わ
っ
た
景
色
で
し
た
が
、
季
節
の
変
わ
り
目
を

実
感
し
、
清
々
し
い
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
は
、
四
月
に
震
度
七
を
二
度
も
観
測
し
た
熊
本

地
震
が
発
生
し
、
多
く
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
は
地
震
大
国
と
言
わ
れ
て
お
り
、
日
本
各
地
で

地
震
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ
地

震
と
言
わ
れ
る
東
海
地
区
で
は
四
十
年
以
上
前
か
ら
噂

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
を
実
際
に
見
て
か

ら
は
、
防
災
に
取
り
組
む
必
要
性
を
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

能
美
市
に
は
防
災
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
様
々
な
体
験

施
設
も
完
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
防

災
意
識
の
向
上
に
も
一
度
足
を
運
ば
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

G

W

も
間
近
に
迫
り
、
住
民
の
皆
様
も
楽
し
い
休
日

に
期
待
し
て
い
る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

お
出
掛
け
の
際
に
は
、
防
犯
・
防
災
に
心
が
け
て
楽

し
い
休
日
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

明
福
勝
憲

公
民
館
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
日

広
報
委
員
リ
レ
ー
見
聞
録

第
十
三
回
能
美
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

i

n

ね
あ
が
り

■
日
時
：
五
月
二
十
一
日
（
日
）

テ
ン
ト
前
九
時
二
十
分
集
合

開
会
式
九
時
三
十
分

■
場
所
：
浜
小
学
校
運
動
場
（
雨
天
中
止
）

開
会
式
後
に
誰
で
も
参
加
で
き
る
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
が

あ
り
ま
す
。
参
加
者
人
数
に
よ
る
得
点
加
算
が
あ
り
ま
す

の
で
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

福
島
町
選
手
団
の
応
援
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■能美活倶楽部

能美市主催健康教室

（六十五歳以上）

・第二第四火曜日

五月九日・二十三日

午前十時～

■おきらくカフェ

百円で喫茶店級の珈琲を

ご提供。

・五月十日（水）

午後一時三十分～

共に福島町会館にて。

お誘い合わせの上、ご参

加下さいませ。

お知らせ

■
日
本
赤
十
字
社
社
資
（
協
力
会
員
）
の
募
集

今
年
も
日
赤
よ
り
社
資
募
集
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

各
戸
に
班
長
さ
ん
が
訪
問
し
、
町
民
の
皆
様
で
左
記
の
趣

旨
に
賛
同
さ
れ
る
方
か
ら
、
一
律
一
口
五
百
円
の
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
な
お
、
普
通
会
員
・
特
別
社
員
・
有
効
章

の
申
し
込
み
に
関
し
て
は
町
内
会
長
ま
で
お
申
込
み
下
さ

い
。

日
赤
の
活
動
：
募
集
の
趣
旨

・
災
害
救
護
活
動
・
救
急
法
／
家
庭
看
護
法
の
講
習

・
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
青
少
年
赤
十
字
活
動

・
医
療
活
動
・
血
液
事
業

■
能
美
市
交
通
安
全
協
会
会
費
の
納
入
お
願
い

能
美
市
交
通
安
全
協
会
よ
り
会
費
納
入
の
依
頼
が
あ
り
ま

し
た
。
班
長
さ
ん
が
各
家
庭
を
回
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
口
三
百
円

で
す
。

会
費
は

・
交
通
安
全
に
対
す
る
啓
蒙
活
動

・
子
ど
も
達
や
高
齢
者
の
方
々
の
交
通
安
全
教
室

・
自
転
車
指
導
員
の
研
修

・
市
内
危
険
箇
所
の
事
故
防
止
等
の
整
備
費
等
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

募
集
と
お
願
い

■
緑
の
募
金
の
お
願
い

（
財
）
石
川
県
緑
地
推
進
委
員
会
よ
り
「
緑
の
募
金
」
の
協

力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
班
長
さ
ん
が
募
金
に
回
り
ま

す
の
で
、
ど
う
か
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

一
本
五
十
円
で
す
。

主
な
使
い
み
ち
は
・
森
林
整
備
・
緑
化
の
推
進
・
緑
の

少
年
団
の
育
成
等
で
す
。

花見の会

道路の里親運動

■三月二十六日（日）

しらさぎの里の皆様、街路

樹への植樹のご協力をあり

がとうございました。今年も

春がやって来ました。

■四月九日（日）

あいにくの天候で、公民

館での実施でした。 桜は

無くても皆さん楽しく盛り

上がっていました。 来年

こそは屋外で楽しみたい

ものです。

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル


